
令和元年度     第１回 学校評価考察               能登町立小木小学校 

 重点目標 評価の観点 評価：達成度判断基準 達成状況（考察と改善方針等） 

１ 基礎・基本の確実な定着 

 ①つけたい力を明確に持っ 

た教育計画 

 ②見通しをもった校内研修 

と実践の充実 

 ③基礎学力の定着のシステ 

ムの充実 

 

＜成果指標＞ 

・「好きな学習は、国語・算数・体 

育」を選ぶ児童が８０％を超え 

る。    

 

達成基準＝児童アンケートで全体得点が 

Ａ：８０％以上 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満（５８．２％） 

Ｄ：５０％未満 

学校研究は国語。「国語が好き」

と回答する児童は昨年度末  

６４％であったが、今回４５％

となった。国語の授業改善を重

ねわかりやすい授業づくりをす

すめていく。 

＜満足度指標＞ 

・学校は楽しく分かる授業づくり

に努めている。 

 

 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 （８４％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

児童に力をつけることはもちろ

ん、保護者参加型の授業を展開

することで努力の成果が伝わる

ようにしていく。 

＜努力指標＞ 

・研修課題を学年の実態に即して

具体的に取り組んでいる。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（９２％） 

Ｂ７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

昨年度末の８５％から上昇。授

業改善の努力とその成果を実感

しようと、職員が主体的に取り

組んでいる。 

２ 豊かな人間関係作り・社会性の

育成 

①道徳の授業の充実 

 ②児童の心の耕し 

 ③生活指導の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「いま、学校は楽しい」と答える

児童が多い。 

達成基準＝児童アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（９１％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

昨年度末の９５％から少し下が

っている。自己存在感や有用感

を感じる活動や個別対応を継続

していく。 

＜満足度指標＞ 

・学校はいじめ・不登校のない楽

しい学級づくりに努めている。 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上  

Ｂ：７０～８０点未満（７９％） 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

「わからない」と回答した保護

者が６名。積極的な生徒指導と

してどんな取組をしているのか

保護者に知らせ、協力を得る機

会をもつ。 

＜努力指標＞ 

・子どもの不安や悩みを理解し、

個に応じた指導に取り組んでい

る。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（８３％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

常時、全校児童を全職員でみて

きた。全職員で情報を共有し、

指導の方針がぶれないようにし

ている。困り感のある児童の話

をよく聞くようにしていく。 



３ 保護者・地域に信頼される学校

作り 

①開かれた学校  

 ②情報の公開 

 ③指導力の向上 

 ④教育公務員としての自覚 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「学校は、子どもの事について気

軽に相談できる」項目の点数が

８０点を超える。 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上  

Ｂ：７０～８０点未満（７８％） 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

学校の様子をこまめに発信す

る。電話対応、連絡帳、授業参

観、学校公開、個人懇談等を保

護者との意思疎通をするよい機

会ととらえる。 

＜満足度指標＞ 

・教育方針や子どもの様子が学

校・学級だよりや参観日等で分

かる。 

達成基準：保護者・地域アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（８４％）  

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

学校だより、学級だよりが保護

者や地域の理解を深めるツール

のひとつになっていることを心

に置いてさらに発信をしてい

く。 

＜努力指標＞ 

・学級だよりで、学級経営方針や

児童の様子を保護者に知らせて

いる。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 

Ｂ：７０～８０点未満（７８％） 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

保護者の理解と協力を得るため

にも、まずは「知らせる」こと

に重きを置いて、たよりを作成

していく。 

＜努力指標＞ 

・地域の人材や素材を活用した授 

業を取り入れている。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 

Ｂ：７０～８０点未満（７５％） 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

里海科・道徳・総合・各教科等

でさらに活用し、次年度につな

がるデータベースを作成してい

く。 

４ プロとしての自分を磨き、子ど

もに関わりきる教職員 

①健康安全活動の充実 

 ②体力の向上 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・指導計画に基づいて、教材教具

を適切に整備・管理・活用して

いる。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（８２％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

指導要領の改訂に備えて、慎重

に移行期間を過ごしていく。 

＜満足度指標＞ 

・「学校は、安全・快適な環境づく

りに努力している」項目が８０

点を超える。 

達成基準：保護者アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 （８３％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

全教室にエアコンが設置された

ことにより、今夏の酷暑から安

全で快適な環境で学習できるよ

うになった。 

＜努力指標＞ 

・学級経営目標や取り組みは、具

体的で評価できる内容になって

いる。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（８４％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

目標や１学期の取組内容をふり

返り、２学期、何のためにその

取組をしているのか、どんな力

を児童につけることができるの

か念頭に置いて活動する。 



５ 多忙化改善・業務の効率化 

①働き方改革の意識 

 ②業務の効率化の推進 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・自分の業務に見通しを持ち〆切

や時間を意識して取り組んでい

る。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上（８３％） 

Ｂ：７０～８０点未満 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

1 年を見通して、行動するよう

に今後も引き続き取り組んでい

く。 

＜満足度指標＞ 

・業務改善を意識し、業務の効率

化を図るための工夫をしてい

る。 

達成基準：教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上  

Ｂ：７０～８０点未満（７８％） 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

個人差があることから、業務の

平準化を推進するとともに、退

庁時刻を自己申告し、効率化を

進めていく。 

＜努力指標＞ 

・効率的に業務を行うために、身

辺（机まわり）を整理整頓し共

有物の扱いにも気を配ってい

る。 

達成基準＝教職員アンケートで全体得点が 

Ａ：８０点以上 

Ｂ：７０～８０点未満（７５％） 

Ｃ：５０～７０点未満 

Ｄ：５０点未満 

仕事のやりやすい環境づくりを

心がけ、職員同士が声を掛け合

って取り組む環境を作ってい

く。 

 


